
“こうべ”の市民福祉総合計画の検証・評価について 

 

 

１．検証・評価の目的 

“こうべ”の市民福祉総合計画の推進にあたっては、計画に定めた施策を

着実に推進していくことを基本としながら、計画の進捗状況や社会情勢の変

化等を把握して、成果を検証しながら、新しい目標に取り組むなど、柔軟に

見直していくこととしている。 

これを踏まえ、市民福祉調査委員会により設置された「市民福祉調査委員

会 小委員会」を中心に、成果の検証・評価等を行う。 

 

 

２．検証・評価の方法 

  計画に掲げた４つの具体的取組み方策ごとに、関連する事業の進捗状況に

対する検証・評価を行い、次年度へ向けた今後の方向性を策定する。 

  (1) 行政による関連事業の進捗状況把握と自己評価 

  (2) 小委員会による評価 

  (3) ワークショップ・アンケート等を通じた協働による改善・提案 

  (4) 今後の方向性を策定 

   (5) 調査委員会（本会）にて審議 

(6) 施策への反映・実行 

   

３．検証・評価のスケジュール 

(1)  年度終了後、前年度の進捗状況を検証・評価し、既存施策の改善や方

向性の見直し等を行い、次年度施策へ反映させる。 

なお、計画の初年度である平成 28 年度は、年度途中であるため、小委

員会で報告した主な取組みについての検証・評価を行う。29 年度以降

は、“こうべ”の市民福祉総合計画 2020 検証・評価シートを作成し、

調査委員会において審議をおこなう。 

    (2) 「市民福祉に関する行動・意識調査」については 5年に 1度実施し、神

戸市ネットモニターアンケートやワークショップ等については適宜実

施しながら、施策の改善や情勢の変化を踏まえた新たな取組み方策を

検討する。 
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